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容
に
お
い
て
は
大
衆
の
思
想
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ（

4
）、
ま
た
形
式

に
お
い
て
は
、
文
言
文
と
章
回
体
な
ど
が
新
白
話
文
の
普
及
を
阻
害
す
る

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
新
文
学
が
文
壇
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
獲
得
し

て
い
く
に
つ
れ
、
武
俠
小
説
は
「
文
学
」
お
よ
び
「
文
学
史
」
か
ら
排
斥

さ
れ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
一
九
五
五
年
五
月
二
〇
日
発
令
の

『
中
共
中
央
に
よ
る
、
反
動
的
・
猥
褻
的
・
荒
唐
無
稽
な
刊
行
物
・
図
画

の
処
理
に
関
す
る
問
題
、
お
よ
び
私
営
文
化
事
業
と
企
業
の
管
理
と
改
造

の
強
化
に
関
す
る
指
示
』
に
よ
り
、
政
府
に
よ
っ
て
公
式
に
武
俠
小
説
の

流
通
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
改
革
開
放
に
伴
い
解
禁
さ
れ
た
一
九
七
九
年
に

一
　
は
じ
め
に

　

武
俠
小
説
と
は
、
武
芸
と
義
俠
心
を
併
せ
持
つ
英
雄
の
活
躍
を
描
く
、

中
国
独
特
の
大
衆
娯
楽
小
説
の
一
形
式
で
あ
る
。『
水
滸
伝
』
な
ど
の
豪

俠
小
説
、『
三
俠
五
義
』
な
ど
の
俠
義
小
説
を
祖
と
し
、
中
華
民
国
時
代

に
広
く
大
衆
の
人
気
を
博
し
た
。
し
か
し
五
四
新
文
化
運
動
以
降
、
瞿
秋

白
「
吉
訶
徳
的
時
代
」（
三
一
年
）（1
）、
鄭
振
鐸
「
論
武
俠
小
説
」（
三
二

年
）（2
）、
茅
盾
「
封
建
的
小
市
民
文
芸
」（
三
三
年
）（3
）な
ど
、
著
名
な
五

四
新
文
学
家
の
雑
文
に
よ
り
、
大
衆
へ
の
啓
蒙
、
社
会
の
現
代
化
を
阻
害

す
る
旧
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
武
俠
小
説
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
た
。
内

論
説九

〇
年
代
中
国
知
識
界
と
「『
俠
』
の
発
見
」

陳
平
原
の
俠
文
化
研
究
か
ら

花
尻
奈
緒
子
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メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
に
伴
う
文
字
知
の
価
値
低
下
に
よ
っ
て
起
き
た
、
知

識
人
の
拠
り
所
の
再
定
義
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
も
あ
る（

8
）。
し

か
し
二
〇
年
代
か
ら
約
六
十
年
間
、
学
術
研
究
お
よ
び
現
代
文
学
（
史
）

か
ら
武
俠
小
説
が
排
斥
さ
れ
て
き
た
状
況
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
真
逆
の
金

庸
現
象
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
果
た
し
て
改
革
開
放
と
市
場
経

済
化
に
伴
う
文
学
商
業
化
、
或
い
は
そ
れ
に
伴
う
知
識
人
の
地
位
低
下
へ

の
抵
抗
の
み
を
原
因
と
し
て
起
こ
り
得
た
変
化
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
ぜ
他
の
武
俠
小
説
家
で
は
な
く
金
庸
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
当

然
議
論
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
武
俠
小
説
を
現
代
文
学

史
が
受
け
容
れ
た
と
い
う
事
態
を
、
単
純
な
社
会
経
済
状
況
の
即
時
的
な

反
映
と
見
る
の
で
は
な
く
、
文
化
評
論
の
立
場
か
ら
、
長
ら
く
体
制
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
対
立
し
て
い
た
中
国
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
俠
文
化
が
、

新
た
な
文
化
要
素
と
し
て
、
文
革
以
降
い
か
に
し
て
発
見
さ
れ
、
金
庸
現

象
発
生
の
土
壌
と
な
っ
た
の
か
、
陳
平
原（

9
）の
俠
文
化
研
究
の
分
析
を
通

し
、「『
俠
』
の
発
見
」
と
い
う
一
つ
の
文
化
現
象
と
し
て
考
察
し
た
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
革
以
降
の
人
文
系
知
識
人
・
知
識
界
が
辿
っ
た
、
自

己
認
識
お
よ
び
学
術
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
中
国
語
に
お
け
る
「
現
代
」
を
近
代
と
訳
さ
ず
、
そ

の
ま
ま
「
現
代
」
と
す
る
。
現
代
文
学
、
現
代
文
学
史
、
現
代
化
と
い
う

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、「
俠
」
は
一
般
に
義
俠
の
概
念
、
或
い
は

は
、
大
陸
政
府
の
法
権
が
及
ば
な
い
香
港
・
台
湾
に
お
い
て
五
〇
年
代
半

ば
以
降
に
生
産
さ
れ
た
「
新
派
武
俠
小
説
」

―
民
国
時
代
の
大
陸
の
武

俠
小
説
と
区
別
し
て
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る

―
が
大
陸
に
流
入
し
、
再

び
大
衆
に
歓
迎
さ
れ
た
。
八
〇
年
代
に
は
い
く
つ
か
の
新
派
武
俠
小
説
に

関
す
る
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
、
著
名
な
知
識
人
に
よ
る
肯
定
的
な
手
記

も
発
表
さ
れ
た
が（

5
）、
そ
れ
以
降
も
金
庸
と
そ
の
他
の
武
俠
小
説
は
文
学

研
究
の
対
象
と
し
て
は
否
定
的
に
扱
わ
れ
続
け
た
。

　

し
か
し
、
一
九
九
四
年
、
北
京
大
学
が
武
俠
小
説
作
家
金
庸（

6
）に
名
誉

教
授
の
号
を
授
与
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
金
庸
作
品
に
現
代
文
学
と
し
て

の
価
値
を
認
め
る
と
い
う
主
旨
で
の
積
極
的
評
価
が
開
始
さ
れ
た
。
北
京

大
学
と
い
う
権
威
が
武
俠
小
説
評
価
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
相
当
に

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
出
来
事
で
あ
り
、
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
金
庸
作
品
を
主
題
と
す
る
論
文
が
続
々
と
発
表
さ
れ
、
学
術
検
討
会

が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
に
至
り
、
か
つ
て
批
判
の
対
象
で
あ
っ
た
武
俠
小

説
は
、
金
庸
以
外
の
新
派
・
旧
派
の
作
家
を
含
め
、
現
在
で
は
文
学
の
殿

堂
に
一
定
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
以
降
の
、
学

術
界
が
関
わ
る
金
庸
評
価
の
流
れ
を
、
本
稿
で
は
「
金
庸
現
象
」
と
す
る
。

　

こ
の
金
庸
現
象
の
背
景
は
往
々
に
し
て
、
王
朔（

7
）現
象
と
一
括
り
に
、

市
場
経
済
化
に
伴
う
通
俗
文
学
の
復
権
と
い
う
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
。
ま

た
日
本
に
お
い
て
は
、「
雅
／
俗
」
は
「
譴
責
／
発
散
」
の
対
立
構
造
、

す
な
わ
ち
「
知
識
人
／
大
衆
」
の
対
立
構
造
で
あ
り
、
金
庸
現
象
と
は
、
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ば
解
釈
さ
れ
る
。
李
愛
華
は
「
金
庸
研
究
の
直
接
的
成
果
は
、〔
…
…
〕

あ
る
社
会
に
高
雅
文
学
だ
け
が
あ
り
通
俗
文
学
が
無
い
、
或
い
は
通
俗
文

学
だ
け
が
あ
り
高
雅
文
学
が
無
い
、
そ
の
ど
ち
ら
も
が
不
完
全
な
文
学
の

形
態
だ
と
認
識
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
」（10
）と
、
金
庸
を
き
っ
か
け
に
、
新

文
学
に
よ
る
現
代
文
学
史
の
一
元
的
支
配
が
終
焉
に
向
か
っ
た
こ
と
を
肯

定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
雅
俗
の
対
立
と
い
う
問
題
は
、
五
四
以
来
の
中
国
文
学
史
に

お
い
て
は
一
貫
し
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
度
々
論
争
が
起
き
て
き
た
。

趙
毅
衡
は
、
五
四
以
来
の
通
俗
文
学
と
主
流
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
、
以

下
の
概
観
を
述
べ
て
い
る
。

五
四
以
来
、
文
学
理
論
家
は
一
貫
し
て
通
俗
文
学
を
、
主
流
文
学
か
ら

独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
流
文
学
と
相
反
す
る
価
値
観
を
持
つ
も
の

と
考
え
て
き
た
。
鄭
振
鐸
の
見
解
は
典
型
的
で
あ
る
。「
彼
ら
は
も
う

一
つ
の
社
会
、
も
う
一
つ
の
人
生
、
別
の
方
面
の
中
国
を
表
現
し
て
い

る
。
正
統
文
学
、
貴
族
文
学
、
帝
王
に
よ
っ
て
飼
わ
れ
て
い
た
多
く
の

文
人
学
士
と
は
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
す
る
も
の
が
異
な
る
の
だ
。

た
だ
、
こ
こ
に
真
の
中
国
人
民
の
発
展
、
生
活
と
情
緒
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
」（『
中
国
俗
文
学
史
』
上
巻
）。
彼
は
「
も
う
一
つ
の
文
化
」

と
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
事
実
上
俗
文
学
と
主
流
文
学
が
、
二
つ
の
お

互
い
に
独
立
し
た
文
化
に
、
別
々
に
属
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る（

11
）。

「
武
芸
に
よ
っ
て
義
俠
を
行
う
人
物
」
を
指
し
、
後
者
は
他
に
俠
客
、
遊

俠
、
俠
士
な
ど
の
呼
称
が
あ
る
。
本
稿
で
は
通
常
い
ず
れ
に
も
「
俠
」
の

語
を
使
用
す
る
が
、
陳
平
原
は
人
物
像
と
し
て
の
俠
の
呼
称
に
「
遊
俠
」

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
陳
平
原
の
言
に
言
及
、
或
い
は
引
用
す
る
場
合

の
み
原
文
の
ま
ま
「
遊
俠
」
と
す
る
。

二
　
雅
俗
の
対
立

　

金
庸
現
象
発
生
後
の
議
論
は
、
当
然
な
が
ら
文
学
の
側
面
か
ら
の
も
の

が
大
部
分
で
あ
る
。
五
四
新
文
学
家
に
よ
っ
て
文
学
史
か
ら
排
斥
さ
れ
て

き
た
武
俠
小
説
の
、
ど
の
要
素
に
「
文
学
と
し
て
の
価
値
」
を
見
出
す
か

が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
庸
現
象
初
期
に
ま
ず

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
の
は
、「
雅
俗
共
賞
」
の
語
で
あ
る
。
金
庸
評
価

に
お
い
て
は
「
大
衆
娯
楽
小
説
で
あ
り
な
が
ら
知
識
人
を
も
惹
き
つ
け
る

文
芸
的
魅
力
が
あ
る
」
と
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
。
金
庸
現
象
初
期
に
お

け
る
、
金
庸
作
品
へ
の
賛
否
両
論
は
、
主
に
こ
の
「
雅
俗
共
賞
」
の
語
に

武
俠
小
説
が
値
す
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
通
俗
小
説
に
文
学
的
価
値
を
認

め
る
こ
と
が
誤
り
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

金
庸
現
象
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
大
陸
の
文
学
（
史
）
研
究
に
お
け

る
、
五
四
新
文
学
伝
統
に
基
づ
い
た
雅
俗
の
二
項
対
立
の
解
消
を
促
し
、

文
学
の
多
元
的
共
生
へ
の
道
を
促
し
た
と
い
う
成
果
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
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白
話
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
大
衆
の
人
気
を
得
て
い
る
武
俠
小
説
な
ど
の
通

俗
文
学
が
、
新
白
話
普
及
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
封
建
的
内
容

と
と
も
に
批
判
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
年
代
の
民
族
形
式
論
争
に
お
い
て
も
、

民
間
俗
文
学
が
民
族
形
式
の
資
源
と
目
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
内
包
さ
れ
る

封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
新
文
学
伝
統
と
の
対
立
が
、
再
び
問
題
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
四
二
年
に
毛
沢
東
が
『
在
延
安
文
芸
座
談
会
上
的
講
話

（
以
下
『
文
芸
講
話
』）』（13
）に
よ
っ
て
明
確
な
文
芸
路
線
を
示
し
た
こ
と
で
、

こ
の
論
争
に
は
幕
が
引
か
れ
た
。『
文
芸
講
話
』
は
、
知
識
人
ら
に
労
働

者
・
農
民
・
兵
士
を
熟
知
し
た
上
で
彼
ら
の
た
め
の
作
品
を
創
作
す
る
こ

と
を
要
求
し
、
ま
た
政
治
的
基
準
を
芸
術
的
基
準
よ
り
優
位
に
お
く
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
、
新
文
学
を
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
と
批
判
し
つ
つ
も
、

反
封
建
主
義
の
点
に
お
い
て
は
新
文
学
と
一
致
し
て
い
た
。
文
芸
大
衆
化

の
た
め
に
「
俗
」
の
部
分
は
確
保
し
つ
つ
も
、
革
命
の
障
害
と
な
る
封
建

的
思
想
は
、
や
は
り
旧
思
想
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、『
文
芸
講
話
』
が
文
学
の
綱
領
と
し
て

絶
対
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
雅
俗
＝
新
旧
の
対
立
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に

固
定
さ
れ
た
。
金
庸
現
象
は
、
九
〇
年
代
に
再
提
起
さ
れ
た
雅
俗
の
議
論

の
一
つ
と
も
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
雅
／
俗
、
主
流
文
化
／
通
俗
文
化
、
新
思
想
／
旧
思

想
の
対
立
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
義
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
俗
・

通
俗
文
化
・
旧
思
想
に
属
す
る
と
さ
れ
た
俠
文
化
な
ら
び
に
俠
文
学
は
、

　

こ
の
よ
う
に
、
雅
俗
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
た
相
容
れ
な

い
文
化
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
鄭
振
鐸
が
新
文
学
を
牽
引
し
た
文
学
研

究
会
の
発
起
人
で
あ
り
、
雑
文
「
論
武
俠
小
説
」
で
武
俠
小
説
と
作
家
を

批
判
し
た
こ
と
か
ら
も
明
白
だ
が
、
鄭
の
言
う
「
俗
文
学
」
は
武
俠
小

説
・
鴛
鴦
胡
蝶
派
な
ど
を
含
む
「
通
俗
文
学
」
で
は
な
く
、
文
学
大
衆
化

の
目
標
か
ら
注
目
さ
れ
た
、
民
間
文
化
を
反
映
し
た
文
学
作
品
群

―
詞

や
雑
劇
、
民
歌
と
い
っ
た
民
間
文
学
で
あ
る
。
鄭
が
『
中
国
俗
文
学
史
』

を
著
し
た
理
由
は
、
そ
の
第
一
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、「
大
雅
の

堂
に
登
せ
ず
、
学
識
あ
る
士
大
夫
が
蔑
視
し
、
注
意
を
は
ら
わ
ぬ
文
体
は
、

す
べ
て
俗
文
学
で
あ
る
。〔
…
…
〕『
俗
文
学
』
は
中
国
文
学
の
主
要
な
部

分
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
も
は
や
中
国
文
学
史
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
」（12
）と
、
従
来
の
「
雅
（
士
大
夫
文
学
）」
に
対
す
る
「
俗
」、
す

な
わ
ち
周
縁
で
あ
っ
た
民
間
文
学
が
、「
五
四
」
を
経
て
中
心
へ
と
逆
転

す
る
と
い
う
、
新
た
な
雅
俗
の
価
値
観
に
沿
っ
た
文
学
史
の
建
設
を
目
的

と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
俗
の
分
類
に
武
俠
小
説
は
含

ま
れ
ず
、
そ
も
そ
も
啓
蒙
性
を
前
提
と
し
た
「
文
学
」
の
範
疇
に
す
ら
無

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
た
「
大
衆
語
」
論
争
に
お
い
て
は
、

依
然
と
し
て
新
白
話
が
大
衆
に
普
及
し
き
ら
ず
、
新
白
話
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
文
学
が
大
衆
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
か
ら
、
旧
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陳
平
原
が
金
庸
現
象
以
前
に
著
し
た
『
千
古
文
人
俠
客
夢
』
は
、
歴
史

上
の
「
俠
」
に
関
す
る
記
述
お
よ
び
俠
文
化
・
俠
文
学

―
唐
宋
豪
俠
小

説
か
ら
新
派
武
俠
小
説
ま
で

―
を
、
数
多
く
の
作
品
を
参
照
し
つ
つ
分

析
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
題
は
あ
く
ま
で
も
「
遊
俠
の
文
化

的
精
神
」
で
あ
る
。

　

陳
平
原
は
、「
遊
俠
の
文
化
的
精
神
」
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

遊
俠
の
精
神
は
、
万
古
の
荒
野
に
物
寂
し
く
咲
く
数
本
の
小
さ
な
赤
い

花
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
の
お
か
げ
で
、
生
活
が
丸
ご
と
無
味
乾
燥
な
も

の
に
な
ら
ず
に
済
む
の
だ
。〔
…
…
〕
現
代
社
会
に
お
い
て
遊
俠
の
精

神
は
、
挽
回
不
可
能
な
ほ
ど
没
落
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

遊
俠
文
学
は
い
つ
も
人
々
に
祖
先
の
栄
光
の
過
去
、
そ
し
て
現
代
人
が

苦
渋
す
る
幻
想
に
つ
い
て
思
い
起
こ
さ
せ
る（

15
）。

　

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
遊
俠
は
非
日
常
的
な
憧
れ
の
存
在
で

あ
り
、
伝
統
的
に
大
衆
の
心
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
「
武
俠
小
説
の
根
本
的
観
念
は
『
救
済
』
に
あ
る
」（16
）と
言
う
よ
う

に
、
政
府
の
管
理
や
法
に
縛
ら
れ
ず
民
衆
に
味
方
す
る
正
義
の
俠
の
英
雄

譚
が
、
大
衆
に
対
し
吸
引
力
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。

　

し
か
し
陳
平
原
は
武
俠
小
説
を
、
文
学
と
し
て
は
評
価
し
な
い
。「
私

は
や
は
り
現
在
ま
で
に
あ
る
武
俠
小
説
は
娯
楽
色
が
濃
厚
な
通
俗
小
説
だ

五
四
新
文
化
運
動
以
降
、
現
代
文
学
史
か
ら
一
貫
し
て
排
斥
さ
れ
続
け
、

ま
た
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
も
否
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
武

俠
小
説
は
純
文
学
の
み
な
ら
ず
、
十
七
年
文
学
の
対
立
面
で
も
あ
っ
た
の

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
根
深
い
雅
俗
の
対
立
を
抱
え
る
知
識
界
が
、
俠
文
化
を
許

容
す
る
状
況
へ
と
急
転
す
る
以
前
に
、
一
九
八
九
年
夏
か
ら
九
〇
年
末
に

執
筆
さ
れ（

14
）、
一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た
陳
平
原
の
『
千
古
文
人
俠
客

夢
』
が
、
俠
文
化
を
切
り
口
に
中
国
の
民
族
的
「
文
化
精
神
」
の
探
求
を

行
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
以
降
は
、
蔡
翔
『
俠
与
義
』

（
九
三
年
）、
曹
正
文
『
中
国
俠
文
化
史
』（
九
四
年
）、
韓
雲
波
『
中
国
俠

文
化

―
積
澱
与
承
伝
』（
〇
四
年
）
な
ど
、
俠
文
化
を
採
り
上
げ
た
学

術
書
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
、
単
篇
の
論
文
或
い

は
雑
誌
の
特
集
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
王
海
林
が
武
俠
小
説
史
を
ま
と
め
た

以
外
、
目
立
っ
た
成
果
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
千
古
文
人
俠
客
夢
』
は
、

そ
の
後
の
武
俠
小
説
研
究
の
中
で
、
中
国
民
族
と
俠
文
化
と
い
う
文
脈
に

お
い
て
頻
出
の
資
料
で
も
あ
る
。
俠
文
化
は
、
古
来
存
在
し
て
い
な
が
ら
、

陳
平
原
に
よ
っ
て
現
代
的
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
学
術
的
に
再
発
見
さ

れ
、
学
術
界
に
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
　
陳
平
原
の
俠
文
化
研
究
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調
の
意
味
合
い
は
な
く
、
寧
ろ
自
国
内
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
、
極
め

て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
を
持
っ
た
言
説
と
い
え
る
。
ま
ず
、「
武

俠
小
説
を
読
ま
ね
ば
中
国
文
化
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（21
）と
述
べ
つ
つ
、
武
俠
小
説
は
漢
字
文
化
圏
以
外
に
は
理
解
が
難
し

い
こ
と
も
指
摘
す
る（

22
）。
ま
た
、「
二
〇
世
紀
の
文
人
の
視
野
の
中
で
失

わ
れ
た
、
民
間
の
文
化
的
精
神
と
し
て
の
遊
俠
は
、
現
代
中
国
思
想
史
と

文
学
史
に
お
い
て
、
補
い
き
れ
な
い
損
失
で
あ
る
」（23
）と
述
べ
、
現
代
社

会
に
失
わ
れ
た
遊
俠
の
精
神
を
希
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
俠
の
行
為

―
復
讐
目
的
の
殺
人
な
ど

―
が
、
文
学
上
の
趣
味
性
と
し
て
成
立
す

る
民
族
性
に
つ
い
て
、
残
虐
嗜
好
と
い
う
民
族
的
欠
陥
が
原
因
だ
と
分
析

す
る
。
陳
に
よ
れ
ば
、
文
化
大
革
命
に
お
け
る
虐
待
行
為
は
そ
の
民
族
的

残
虐
性
ゆ
え
で
あ
っ
た（

24
）。
俠
を
賞
賛
し
つ
つ
も
、
そ
の
再
確
認
は
民
族

へ
の
批
判
と
反
省
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
発
信
の
対
象
と
し
て
中
国
国
内

の
人
民
大
衆
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

次
に
、
陳
平
原
が
遊
俠
を
「
民
間
の
文
化
的
精
神
」
と
定
義
し
た
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
陳
は
人
類
学
者
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド（

25
）の
概
念
「
大
伝

統
／
小
伝
統
」
を
用
い
て
、
俠
文
化
を
儒
教
・
仏
教
・
道
教
な
ど
の
「
大

伝
統
」
に
相
対
す
る
「
小
伝
統
」
と
し
、
小
伝
統
と
「
民
間
文
化
」
を
等

号
で
結
ぶ（

26
）。
大
伝
統
／
小
伝
統
を
、
精
鋭
文
化
／
民
間
文
化
の
代
替
語

と
す
る
傾
向
は
、
陳
平
原
以
外
に
も
中
国
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る（

27
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
定
義
と
同
一
で
は
な

と
思
う
し
、
高
雅
小
説
よ
り
高
雅
だ
な
ど
と
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
論
じ

る
必
要
も
な
い
」（17
）、「
武
俠
小
説
は
形
式
の
制
約
を
持
つ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

り
、
そ
れ
が
可
読
性
を
獲
得
さ
せ
る
と
同
時
に
、
芸
術
の
面
で
は
欠
点
と

な
る
」（18
）、「
武
俠
小
説
は
あ
く
ま
で
文
化
的
価
値
の
み
を
持
つ
。
今
後
発

展
の
道
を
進
む
に
は
、
文
学
と
し
て
価
値
を
持
つ
に
は
新
文
学
家
の
介
入

が
必
要
と
な
る
」（19
）と
述
べ
、
寧
ろ
低
い
評
価
を
与
え
て
い
る
と
い
っ
て

も
よ
い
。

　

そ
も
そ
も
陳
平
原
の
、「
民
族
的
文
化
精
神
」
に
よ
っ
て
、
古
代
俠
文

学
か
ら
当
代
新
派
武
俠
小
説
ま
で
を
一
系
列
に
包
み
込
む
見
地
は
、
武
俠

小
説
を
あ
く
ま
で
も
旧
文
学
の
類
型
と
す
る
文
学
観
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
か
つ
て
陳
平
原
自
身
、「
俗
文
学
（
民
歌
な
ど
）」
の
研
究
を
批
判

し
て
、「
研
究
者
が
関
心
を
持
つ
の
は
、
民
族
、
宗
教
、
言
語
の
面
な
ど
、

文
学
と
は
基
本
的
に
離
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
」（20
）と
述
べ
た
が
、
彼
自
身

も
同
様
に
、
武
俠
小
説
を
民
俗
、
宗
教
、
言
語
の
面
の
み
で
評
価
す
る
。

作
家
の
個
性
に
は
踏
み
込
ま
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
研
究
に
終
始
し
た
陳
平
原
の

俠
文
化
研
究
は
、
俠
文
学
の
再
評
価
を
導
く
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

『
千
古
文
人
俠
客
夢
』
は
、
文
学
研
究
者
の
見
地
か
ら
行
っ
た
「
俠
文
化

評
論
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
民
族
的
文
化
精
神
の
研
究
に
主
眼
を
置
い
た

も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

陳
平
原
の
俠
文
化
評
論
に
は
「
中
国
的
特
色
」
と
い
う
語
が
繰
り
返
し

現
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
は
、
海
外
に
向
け
て
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
強
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「
民
族
文
化
」
言
説
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

陳
平
原
の
民
族
伝
統
文
化
回
帰
の
意
識
は
、『
千
古
文
人
俠
客
夢
』
以

前
、
一
九
八
五
年
の
陳
平
原
・
銭
理
群
・
黄
子
平
に
よ
る
『
二
十
世
紀
中

国
文
学
三
人
談
』（
以
下
『
三
人
談
』）
の
鼎
談
に
す
で
に
表
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
当
初
陳
平
原
の
民
族
文
化
へ
の
関
心
は
、
前
に
述
べ
た
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
三
人
談
』
は
、「
二
十
世
紀
中
国
文
学
」
の
問
題
を
提
起
し
た
談
話
録

で
あ
る
。
二
〇
世
紀
は
人
類
が
共
同
で
担
う
「
世
界
文
学
」
が
形
成
さ
れ

る
時
代
で
あ
り
、
ま
た
「
二
十
世
紀
中
国
文
学
」
を
古
代
文
学
か
ら
現
代

文
学
へ
の
過
渡
状
態
と
定
義
し
た
上
で
、
中
国
に
流
入
し
た
世
界
文
化
の

衝
突
・
調
和
の
過
程
に
、
西
洋
お
よ
び
各
国
の
文
学
思
潮
の
盛
衰
を
観
察

す
る
一
種
の
参
照
系
と
し
て
の
可
能
性
を
見
出
し
た
ほ
か
、
中
国
文
学
と

世
界
文
学
と
の
共
通
性
・
類
似
性
か
ら
、
世
界
に
普
遍
的
な
芸
術
体
験
と

哲
学
の
把
握
、
す
な
わ
ち
総
体
と
し
て
の
世
界
文
学
の
創
造
が
可
能
で
あ

る
な
ど
、
や
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
自
己
賛
美
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
こ
の
中
で
陳
平
原
は
、
二
〇
世
紀
の
文
学
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
以
下
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

〔
…
…
〕
二
十
世
紀
中
国
文
学
の
「
世
界
化
」（「
現
代
化
」）
と
「
民
族

化
」
の
対
立
物
の
統
一（

29
）は
、
二
十
世
紀
世
界
文
学
の
角
度
か
ら
見
れ

ば
、
す
な
わ
ち
世
界
文
学
一
体
化
と
、
各
民
族
文
学
の
多
様
化
方
向
へ

い
。

　

レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
伝
統
／
小
伝
統
の
理
論
は
、
複
合
的
文
化
形

成
、
地
域
の
多
様
性
の
承
認
が
前
提
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
伝
統
が

地
方
へ
と
伝
達
さ
れ
、
各
地
域
独
自
の
解
釈
を
経
て
土
着
の
習
俗
・
儀
礼

と
し
て
定
着
し
、
小
伝
統
を
形
成
す
る
と
い
う
、
主
に
宗
教
的
知
識
の
交

流
と
特
殊
化
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る（

28
）。
し
か
し
、『
千
古
文
人
俠
客

夢
』
に
お
い
て
、
金
庸
・
梁
羽
生
ら
香
港
作
家
の
作
品
が
数
多
く
引
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
俠
文
化
と
い
う
「
広
域
的
」
民
間
文
化
か
ら
、

中
国
民
族
全
体
を
代
表
す
る
文
化
的
精
神
を
窺
う
と
い
う
陳
の
構
想
に
は
、

レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
無
か
っ
た
小
伝
統
の
「
広
域
性
」
が
措
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
陳
平
原
の
俠
文
化
評

論
は
、
現
代
に
失
わ
れ
た
民
族
伝
統
文
化

―
広
域
的
小
伝
統
た
る
「
民

族
の
文
化
的
精
神
」
へ
の
、
中
国
国
内
に
向
け
た
再
提
起
で
あ
っ
た
と
解

釈
で
き
る
。

四
　
九
〇
年
代
知
識
人
と
民
間
文
化

　

で
は
、
陳
平
原
が
俠
文
化
と
そ
の
受
容
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う

な
統
一
さ
れ
た
民
族
の
文
化
的
精
神
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
に
至

っ
た
思
惟
は
、
ど
の
よ
う
に
導
か
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
、
九
〇
年
代
の

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
状
況
お
よ
び
文
革
収
束
後
の
中
国
知
識
界
に
お
け
る
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に
応
用
し
た
『
中
国
小
説
叙
事
模
式
的
転
変
』
を
著
し
て
い
る（

33
）（
34
）。

　

無
論
、
五
四
の
啓
蒙
運
動
の
再
開
と
は
い
え
、
全
く
同
様
の
啓
蒙
運
動

が
展
開
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
文
革
の
再
来
を
恐
れ
る
知
識
人

た
ち
に
よ
る
、
明
確
な
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
治
の
構
想
か
ら
、
学
術
分
野

に
お
い
て
徐
々
に
脱
政
治
志
向
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

「
文
化
熱
」
の
啓
蒙
運
動
は
八
八
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
河
殤
』
に

よ
る
中
国
伝
統
文
化
否
定
、
そ
れ
に
続
く
八
九
年
の
六
四
天
安
門
事
件
の

衝
撃
に
よ
っ
て
急
激
に
沈
静
化
し
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
筆
者
が
注
目
し

た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
熱
の
幕
引
き
以
降
、
五
四
伝
統
お
よ
び
体

制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
脱
構
築
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
方
向
づ
け
て

い
た
西
洋
基
準
の
「
現
代
化
」
言
説
も
脱
構
築
さ
れ
、
本
土
文
化
へ
の
関

心
が
よ
り
強
ま
っ
た
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
陳
平
原
は
、
渡
辺
浩
と
の
対
談
「
九
〇
年
代
中
国
の

『
知
識
界
』」
で
「
私
た
ち
の
世
代
は
〔
伝
統
文
化
の
〕
批
判
か
継
承
か
と

い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
こ
の
一
〇
〇
年
来
西
洋
の
思
想
や
原
理
を
批
評

の
基
準
と
し
て
中
国
文
化
と
歴
史
を
裁
断
し
て
き
た
と
い
う
そ
の
思
考
方

法
自
体
に
対
す
る
反
省
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
」（35
）と
述
べ
、
ま
た
二
〇

〇
六
年
に
は
『
三
人
談
』
を
回
顧
し
て
「
我
々
は
現
代
化
の
過
程
お
よ
び

世
界
文
学
の
背
景
に
よ
っ
て
、
百
年
来
の
中
国
文
学
を
思
考
し
位
置
づ
け

よ
う
と
し
て
い
た
。
当
初
は
す
こ
ぶ
る
新
し
か
っ
た
が
、
今
日
か
ら
見
れ

ば
大
き
な
問
題
が
あ
る
」（36
）と
述
べ
た
。
九
〇
年
代
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的

の
発
展
と
い
う
対
立
物
の
統
一
で
あ
る
。
世
界
の
潮
流
を
追
い
つ
つ
、

ま
た
民
族
の
特
色
を
発
揚
す
る
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
、
二
十
世
紀
各
国

文
学
発
展
に
お
け
る
共
同
の
課
題
で
あ
る（

30
）。

「
世
界
化
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
代
に
北
京
語
言
学
院
教
授
の
盛
成
が

フ
ラ
ン
ス
語
で
執
筆
し
た
『
我
的
母
親
』、
五
〇
年
代
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
・
イ
タ
リ
ア
語
に
よ
る
詩
集
・
評
論
を
国
外
で
発
表
し
た
蘇
阿
芒
な
ど
、

中
国
人
の
手
に
よ
る
外
国
語
作
品
が
海
外
で
反
響
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
で
に
果
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
が（

31
）、
そ

の
一
方
で
中
国
人
学
者
と
し
て
は
、
本
土
文
化
を
注
視
し
そ
の
特
色
を
発

揚
す
る
こ
と
が
、
世
界
的
普
遍
性
の
獲
得
と
文
学
現
代
化
へ
の
道
で
あ
る

と
確
信
し
て
い
た
の
だ
。

『
三
人
談
』
の
同
時
期
に
起
こ
っ
た
「
文
化
熱
（
八
〇
年
代
新
啓
蒙
運

動
）」
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
五
四
新
文
化
運
動
の
啓
蒙
運
動
の
再
開
で

あ
り
、
ま
た
新
た
な
「
現
代
化
」
言
説
の
建
設
が
議
論
さ
れ
た
。
許
紀
霖

の
概
観
に
よ
る
と
、
文
化
熱
の
議
論
に
共
通
す
る
目
標
は
、
西
側
の
よ
う

な
現
代
化
さ
れ
た
国
家
を
樹
立
し
、
市
場
経
済
、
民
主
政
治
、
個
人
主
義

を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
共
通
の
敵
は
、
毛
沢
東
が
残
し
た
伝
統
的
社

会
主
義
の
制
度
と
思
想
で
あ
っ
た（

32
）。
陳
平
原
は
、
西
洋
の
理
論
と
伝
統

文
化
の
双
方
を
取
り
込
み
現
代
化
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
「
文
化

：

中
国

与
世
界
」
派
に
属
し
、
八
七
年
に
は
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
物
語
論
を
中
国
文
学
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に
つ
い
て
、
そ
の
源
泉
は
八
三
年
頃
に
生
ま
れ
た
、
下
放
経
験
を
持
つ
知

識
青
年
ら
が
民
間
文
化
伝
統
に
接
近
し
て
創
作
し
た
「
尋
根
文
学
」
に
あ

る
と
す
る
。
そ
の
後
、
新
時
期
文
学
に
よ
っ
て
民
間
の
概
念
に
接
近
し
た

文
学
は
脱
政
治
化
を
遂
げ
、
新
た
な
言
説
空
間
を
生
み
出
し
た（

41
）。
当
時

の
知
識
人
た
ち
が
啓
蒙
対
象
と
し
て
で
は
な
く
向
き
合
っ
た
民
間
は
、
未

知
の
、
か
つ
可
能
性
に
満
ち
た
魅
力
的
な
言
説
空
間
で
あ
り
、
ま
た
新
た

な
文
学
潮
流
の
精
神
的
資
源
で
も
あ
っ
た（

42
）。
こ
の
再
発
見
は
、
民
間
文

化
に
正
面
か
ら
対
峙
し
て
こ
な
か
っ
た
知
識
人
の
歴
史
へ
の
反
省
と
、
新

た
な
言
説
空
間
発
見
へ
の
感
動
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
民

間
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
中
国
知
識
人
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を

持
つ
議
論
で
は
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
の
考
察
は

し
な
い
）。

　

五
四
伝
統
お
よ
び
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
脱
構
築
さ
れ
る
に
つ
れ
、
陳

思
和
ら
は
周
縁
か
ら
中
央
側
へ
と
引
き
込
ま
れ
利
用
さ
れ
た
歴
史
を
持
つ

農
村
に
関
心
を
寄
せ
、
陳
平
原
は
民
間
文
化
の
中
で
も
、
一
貫
し
て
中
央

政
治
か
ら
の
距
離
を
保
ち
周
縁
に
あ
り
続
け
た
俠
文
化
に
注
目
し
、
金
庸

評
価
の
論
陣
に
加
わ
っ
た
。
同
様
に
民
間
文
化
へ
と
向
き
合
い
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
層
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
陳
平

原
・
陳
思
和
の
分
岐
は
、「
人
文
精
神
討
論
」
に
お
い
て
も
現
れ
て
い
た
。

　

人
文
精
神
討
論
は
、
王
暁
明
の
主
宰
し
た
座
談
会
「
曠
野
上
的
廃
墟

―
文
学
和
人
文
精
神
的
危
機
」
に
始
ま
り
、
九
三
年
か
ら
九
五
年
に
か

状
況
下
に
お
い
て
、
陳
平
原
が
か
つ
て
現
代
文
学
発
展
の
方
向
と
し
た

「
世
界
文
学
」
へ
の
指
向
も
失
わ
れ
、
西
洋
と
対
比
し
な
い
民
族
文
化
の

注
視
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
陳
の
俠
文
化
評
論
が
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
方
向
と
な
っ
た
原
因
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
北
京
大
学
が
後
押
し
し
た
金
庸
現
象
と

同
年
の
一
九
九
四
年
、
上
海
知
識
人
の
間
で
、
民
族
形
式
論
争
に
続
い
て
、

再
び
「
民
間
」
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
陳
思
和
の
二
篇
の
論
文
「
民
間
的

浮
沈
」（37
）な
ら
び
に
「
民
間
的
還
原
」（38
）は
、
民
間
を
「
体
制
を
中
心
と
し

た
場
合
の
周
縁
に
あ
た
り
、
体
制
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
い
も

の
」（39
）と
定
義
し
、
抗
戦
時
期
か
ら
新
時
期
ま
で
の
、
知
識
人
と
民
間
文

化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
歴
史
的
視
野
に
よ
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
延
安
解
放
文
学
期
に
重
視
さ
れ
た
「
民
間
」
は
、
農

村
・
地
方
の
要
素
に
限
定
さ
れ
、
農
民
を
中
心
と
す
る
大
衆
の
思
想
を
新

思
想
に
改
造
し
、
政
治
的
方
針
へ
と
動
員
す
る
手
段
と
し
て
、
革
命
文
学

が
民
間
文
学
形
式
で
あ
る
通
俗
文
学
に
接
近
し
、
改
造
・
利
用
し
た
歴
史

が
あ
っ
た
（
新
秧
歌
運
動
な
ど
）。
こ
の
「
改
造
―
動
員
」
の
構
造
に
つ

い
て
分
析
し
た
蔡
翔
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
教
育
対
象
且
つ
政
治
的
合
法
性

を
保
証
す
る
大
衆
＝
「
読
者
」
の
存
在
が
、
終
始
作
家
の
創
作
を
制
約
す

る
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
そ
の
読
書
趣
味
・
習
慣
を
尊
重
す
る
た
め
に
民

間
文
学
の
通
俗
性
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る（

40
）。

　

陳
思
和
は
、
九
〇
年
代
に
文
学
が
再
び
民
間
の
概
念
に
回
帰
し
た
こ
と
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王
暁
明
と
同
様
、
討
論
の
発
起
人
で
あ
っ
た
陳
思
和
は
、
知
識
人
の
社

会
的
機
能
は
現
実
批
判
に
あ
る
と
し
、
人
文
精
神
を
知
識
人
が
持
つ
べ
き

精
神
的
規
範
と
定
義
し
て
そ
の
建
設
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
彼
は
こ
れ

を
知
識
人
周
縁
化
へ
の
抵
抗
、
或
い
は
再
び
地
位
を
獲
得
す
る
意
図
で
は

な
い
、
と
こ
と
わ
っ
た
上
で
、「
人
文
精
神
の
提
唱
と
は
、〔
…
…
〕
知
識

人
が
少
な
く
と
も
社
会
的
習
慣
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
人
の
権
利
と
尊
厳

を
守
っ
て
闘
争
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
だ
」（44
）と
述
べ
た
。

　

一
方
、
上
海
に
続
き
北
京
で
行
わ
れ
た
人
文
精
神
討
論
座
談
会
「
人
文

学
者
的
命
運
及
選
択
」（45
）に
お
い
て
は
、
陳
平
原
が
司
会
を
つ
と
め
、
学

術
を
束
縛
す
る
主
体
が
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
推
移

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
状
認
識
を
前
提
と
し
て
議
論
さ
れ
た
。
陳
平
原
は

こ
こ
で
、
今
後
の
学
問
の
専
業
化
、
知
識
人
の
脱
政
治
・
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
い
う
展
望
を
語
り
、
改
革
開
放
が
招
い
た
比
較
的
自
由
な
学
術
研
究

の
環
境
に
楽
観
的
な
見
通
し
を
示
し
た
ほ
か
、
今
後
の
発
展
方
向
に
「
学

問
の
専
業
化
」
を
提
示
し
た
。
こ
の
学
問
の
専
業
化
と
い
う
意
識
に
つ
い

て
、「
九
〇
年
代
中
国
の
『
知
識
界
』」
で
は
さ
ら
に
、「〔
…
…
〕
私
自
身

は
、
む
し
ろ
こ
の
学
問
の
独
立
性
と
自
主
性
を
強
調
す
る
考
え
方
に
賛
成

し
ま
す
。〔
…
…
〕
自
己
の
見
解
が
研
究
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と

は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
研
究
対
象
を
主
観
的
意
図
で
歪
め

な
い
よ
う
に
、
自
己
の
主
張
に
流
し
こ
ん
で
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
と
務
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」（46
）と
述
べ
て
い
る
。

け
て
議
論
さ
れ
た
も
の
で
、
主
要
な
テ
ー
マ
は
知
識
人
の
「
人
文
精
神
」

と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
い
か
に
建
設
す
る
か
で
あ
っ
た
。
王
暁
明
は
、

討
論
開
始
以
前
の
八
〇
年
代
末
を
、
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

現
代
中
国
の
知
識
人
の
精
神
史
に
お
い
て
、
一
九
八
九
年
の
「
六
・

四
」
天
安
門
事
件
が
明
白
な
分
岐
点
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ

れ
以
前
、
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
大
多
数
の
知
識
人
は
、
歴
史
は
絶
え

ず
進
歩
す
る
と
の
「
法
則
」
が
存
在
し
て
、
そ
の
現
代
中
国
に
お
け
る

現
実
化
こ
そ
「
現
代
化
」
だ
と
信
じ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕

し
か
し
、
八
九
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
一
連
の
事
件
は
、
彼
ら
を

激
し
く
震
撼
さ
せ
た
。
社
会
、
歴
史
、
政
府
、
大
衆
、
知
識
人
か
ら
国

際
情
勢
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ま
で
の
認
識
が
幻
想
に
過
ぎ
ず
、
社
会
を

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
む
ろ
ん
、
自
分
自
身
を
す
ら
理
解
し
て
い

な
か
っ
た
と
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（

43
）。

『
河
殤
』、
六
四
天
安
門
事
件
、
市
場
経
済
化
方
針
の
打
ち
出
し
、「
下

海
」
ブ
ー
ム
な
ど
、
八
〇
年
代
末
か
ら
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
知
識

人
の
エ
リ
ー
ト
意
識
を
破
産
さ
せ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
喪
失
へ
と
陥
ら
せ

る
に
足
る
事
件
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
、
体
制
内
の
地
位
を
失
っ
た
こ
と

に
よ
る
知
識
人
の
周
縁
化
は
、
彼
ら
に
学
術
の
自
由
を
も
た
ら
す
と
同
時

に
、
知
識
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
崩
壊
も
生
ん
で
い
た
。
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五
　
結
語

　

文
革
収
束
後
、
九
〇
年
代
ま
で
の
知
識
人
に
よ
る
文
化
に
関
わ
る
議
論

は
、
い
ず
れ
も
未
完
に
終
わ
っ
た
「
現
代
化
」
を
い
か
に
決
着
づ
け
る
か
、

そ
し
て
中
国
と
い
う
国
家
の
文
化
を
担
う
立
場
に
あ
る
「
知
識
人
」
と
し

て
、
い
か
に
任
務
を
遂
行
す
る
か
と
い
う
問
題
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
九
〇
年
代
初
に
知
識
人
を
直
撃
し
た
存
在
意
義
の
揺
ら
ぎ
は
、

知
識
人
と
民
間
の
啓
蒙
／
被
啓
蒙
の
関
係
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
と
同

時
に
、
彼
ら
が
社
会
的
に
民
間
と
接
近
し
た
こ
と
の
認
識
を
強
め
る
体
験

で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
八
〇
年
代
に
お
け
る
陳
平
原
の
「
世
界
文
学
」

に
参
与
す
る
た
め
に
本
土
民
族
文
化
を
注
視
す
る
と
い
う
思
考
も
、
そ
も

そ
も
従
来
の
西
洋
中
心
主
義
的
な
「
現
代
化
」
言
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、「
現
代
化
」
言
説
が
脱
構
築
さ
れ
た
九
〇
年
代
の
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
的
状
況
下
に
お
い
て
、
陳
平
原
の
本
土
民
族
文
化
へ
の
関
心
は

「
発
揚
」
か
ら
「
回
帰
」
へ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
へ
と

方
向
性
の
転
換
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
民
間
文
化
の
中
で
も
、
最

も
周
縁
に
位
置
し
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
与
を
受
け
な
か
っ
た
俠
文

化
か
ら
、
中
国
民
族
全
体
の
伝
統
的
な
文
化
的
精
神
へ
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
し
た
。
但
し
、
そ
こ
に
は
社
会
的
啓
蒙
に
転
じ
る
よ
う
な
要
素

―

自
民
族
の
文
化
的
精
神
改
造
の
提
案
な
ど

―
は
見
ら
れ
ず
、
徹
底
し
て

　

陳
思
和
が
「
社
会
的
機
能
」
と
し
て
の
知
識
人
を
重
視
し
、
精
神
的
規

範
の
確
立
を
求
め
た
の
に
対
し
、
陳
平
原
ら
は
「
学
者
」
と
い
う
意
味
で

知
識
人
の
語
を
使
用
し
、
政
治
と
歴
史
に
左
右
さ
れ
な
い
、
学
術
環
境
を

保
護
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
分
岐
は
、
民
間

文
化
の
ど
の
部
分
に
注
目
し
た
か
に
、
明
確
に
現
れ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
主
に
文
革
期
知
識
人
の
民
間
文
化
に
対
す
る
視
座
を
批
判
的
に

検
討
し
、
知
識
人
／
政
治
の
二
項
対
立
を
解
消
す
る
言
説
空
間
と
し
て
民

間
を
発
見
す
る
か
、
或
い
は
政
治
性
か
ら
遠
い
距
離
を
保
ち
続
け
た
俠
文

化
の
受
容
形
態
（
俠
文
学
の
創
作
も
一
つ
の
受
容
で
あ
る
）
か
ら
、
政
治

性
を
排
除
し
た
民
族
文
化
理
解
を
示
す
か
、
と
い
う
分
岐
で
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
民
衆
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
い
え
る
民
間
文
化
の
理

解
が
張
煉
紅
『
歴
煉
精
魂

：

新
中
国
戯
曲
改
造
考
論
』
で
示
さ
れ
た（

47
）。

左
翼
思
想
や
五
四
啓
蒙
運
動
が
、
民
間
文
化
に
溶
け
込
ん
だ
過
程
を
、

五
・
六
〇
年
代
の
「
戯
曲
改
革
運
動
」
の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
受

容
側
の
民
間
・
民
衆
に
密
着
し
た
研
究
で
あ
る
。
啓
蒙
に
お
い
て
は
一
貫

し
て
客
体
で
あ
っ
た
「
民
間
」
に
こ
の
よ
う
な
一
定
の
自
律
性
を
見
出
し

た
こ
と
で
、
文
学
の
脱
政
治
／
反
政
治
の
文
脈
に
お
い
て
、
体
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
傀
儡
の
如
く
描
か
れ
て
き
た
民
衆
像
に
、
異
議
を
唱
え
た
の
で

あ
る
。
張
煉
紅
の
民
衆
理
解
は
、
民
間
文
化
研
究
へ
の
新
た
な
視
点
の
提

唱
と
言
え
、
ま
た
知
識
人
と
民
間
文
化
・
通
俗
文
化
の
間
に
あ
る
関
係
性

の
変
化
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
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て
い
る
の
で
す
」（48
）と
答
え
て
い
る
。
元
来
、
新
派
武
俠
小
説
と
は
大
陸

で
は
武
俠
小
説
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
「
十
七
年
」
時
期
に
、
香
港
・
台
湾

で
書
か
れ
た
文
学
で
あ
る
。
民
族
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
香
港
・
台
湾
、

さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
華
文
文
化
圏
も
加
え
て
の
、
中
国
大
陸
と
の
文
学
史

上
の
地
域
的
区
分
に
関
わ
る
問
題
は
、
香
港
・
マ
カ
オ
返
還
後
の
二
〇
〇

二
年
頃
か
ら
す
で
に
提
起
さ
れ
、
議
論
が
続
い
て
い
る（

49
）。
脱
政
治
的
思

惟
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
俠
文
化
研
究
で
は
あ
る
が
、
視
点
を
変
え
れ

ば
極
め
て
政
治
的
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
金
庸
現
象
発
生
以
前
の
俠
の
発
見
な
ら
び
に
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
議
論
を
採
り
上
げ
た
た
め
、
金
庸
現
象
そ
の
も
の
に
は
触
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
金
庸
現
象
自
体
、
多
く
の
問
題
を
含
む
テ
ー
マ
で
あ
り
、

一
九
九
四
年
以
降
、
多
く
の
知
識
人
が
金
庸
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
金

庸
を
切
り
口
と
し
て
新
文
学
伝
統
を
相
対
化
し
、
九
〇
年
代
ま
で
の
現
代

文
学
（
史
）
言
説
を
脱
構
築
し
て
新
た
な
現
代
文
学
（
史
）
を
模
索
し
た

例
、
ま
た
一
九
九
三
年
の
激
進
主
義
批
判
討
論
に
も
関
連
し
て
、
金
庸
文

体
に
関
わ
る
文
学
言
語
へ
の
関
心
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ル
分
析
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
知
識
人
の
社
会
的

機
能
を
ほ
ぼ
学
術
研
究
に
絞
っ
た
「
学
問
の
た
め
の
学
問
」
と
い
う
姿
勢
、

す
な
わ
ち
非
政
治
的
姿
勢
が
、
脱
政
治
を
志
向
し
た
学
術
研
究
の
方
向
性

と
し
て
表
出
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

陳
平
原
に
よ
る
「『
俠
』
の
発
見
」
自
体
に
は
、
未
完
の
ま
ま
終
焉
を

迎
え
た
欧
米
由
来
の
「
現
代
化
」
言
説
お
よ
び
「
知
識
人
に
よ
る
大
衆
へ

の
啓
蒙
／
大
衆
の
代
弁
」
と
い
っ
た
、「
大
き
な
物
語
（
リ
オ
タ
ー
ル
に

よ
る
概
念
）」
に
束
縛
さ
れ
な
い
学
術
研
究
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
う
側

面
が
あ
っ
た
の
だ
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が
、
金
庸
現
象
発
生
の
土
壌
と
な
っ

た
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
陳
平
原
の
言
う
「
中

国
民
族
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
俠
文
化
を
享
受
す
る
中
国

民
族
と
は
、「
漢
民
族
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
は
な
い
か
。
渡
辺
浩
と
の
対
談

に
お
い
て
、
同
様
の
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
陳
平
原
は
「
中
国
が
外
国

に
対
抗
す
る
た
め
に
民
族
主
義
を
宣
伝
す
る
の
は
表
面
上
有
効
だ
と
し
て

も
、
実
は
別
の
危
険
が
隠
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
各
民
族
が
中
国
政
府

と
同
じ
論
理
を
用
い
始
め
た
ら
、
政
府
は
頭
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
こ
の
問
題
は
語
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
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（
1
）
瞿
秋
白
『
瞿
秋
白
文
集
・
文
学
編
』
第
一
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
北
京
、

一
九
九
八
年
）、
三
七
六
―
三
七
七
頁
。

（
2
）
鄭
振
鐸
『
鄭
振
鐸
文
集
』
第
六
巻
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
五

月
）、
三
三
六
頁
。

（
3
）
茅
盾
『
茅
盾
文
芸
雑
論
集
・
上
』（
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
一
年
六

月
）、
三
五
九
―
三
六
二
頁
。

（
4
）
鄭
振
鐸
「
論
武
俠
小
説
」
に
よ
る
と
、
当
時
武
俠
小
説
に
影
響
を
受
け
た

青
少
年
が
虚
構
と
現
実
を
混
同
し
、
武
俠
小
説
の
登
場
人
物
の
よ
う
に
道

士
修
行
を
試
み
た
事
件
が
い
く
つ
か
報
道
さ
れ
て
い
た
。

（
5
）
馮
其
庸
「
読
金
庸
的
小
説
」（『
明
報
月
刊
』
一
九
八
六
年
四
月
号
）、
章

培
恒
「
金
庸
武
俠
小
説
与
姚
雪
垠
的
『
李
自
成
』」（『
書
林
』
一
九
八
八

年
第
一
一
期
）
な
ど
。

（
6
）
金
庸
（
一
九
二
四
〜
）
浙
江
省
海
寧
県
出
身
、
本
名
・
査
良
鏞
。
作
家
、

政
治
評
論
家
、
実
業
家
。
一
九
四
八
年
『
大
公
報
』
香
港
支
社
へ
出
向
し
、

五
五
年
か
ら
武
俠
小
説
の
紙
上
連
載
を
開
始
し
た
。
七
二
年
『
鹿
鼎
記
』

を
最
後
に
断
筆
。

（
7
）
王
朔
（
一
九
五
八
〜
）
北
京
出
身
、
作
家
。
新
時
期
文
学
に
属
す
る
。
一

九
八
八
年
と
九
二
年
に
二
度
の
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
作
品
の
多
く
が
映
像

化
さ
れ
、
商
業
的
に
も
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。

（
8
）
西
村
伸
宏
「
中
国
社
会
に
お
け
る
「
雅
―
譴
責
」
／
「
俗
―
発
散
」
構
造

の
終
焉

―
一
九
九
〇
年
代
の
〈
金
庸
〉
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
議
論
を
通

し
て
」『
国
際
文
化
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
九
三

―
一
一
七
頁
。

（
9
）
陳
平
原
（
一
九
五
四
〜
）
広
東
省
潮
州
市
出
身
、
北
京
大
学
教
授
。
著
作

に
『
中
国
小
説
叙
事
模
式
的
転
変
』『
中
国
散
文
小
説
史
』
な
ど
。

（
10
）
李
愛
華
「
関
于
金
庸
研
究
的
思
考
」（『
三
峡
大
学
学
報
』
二
〇
〇
一
年
第

二
期
）、
三
八
頁
。

（
11
）
趙
毅
衡
「
無
邪
的
虚
偽

：

俗
文
学
的
亞
文
化
式
道
徳
悖
論
」（『
二
十
一
世

紀
』
第
八
期
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）、
一
二
三
頁
。

（
12
）
鄭
振
鐸
『
中
国
俗
文
学
史
』（「
民
国
学
術
経
典
文
庫
・
文
学
史
類
」、
東

方
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
一
二
年
七
月
）、
一
―
二
頁
。

（
13
）
毛
沢
東
『
毛
沢
東
選
集
・
第
三
巻
』（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
三

年
五
月
、
第
二
版
）、
八
四
九
―
八
八
〇
頁
。

（
14
）
丁
進
「
金
庸
小
説
研
究
史
略
」（『
南
京
社
会
科
学
』
二
〇
〇
三
年
第
四

期
）、
七
四
頁
。

（
15
）
陳
平
原
「
作
為
一
種
小
説
類
型
的
武
俠
小
説
」（『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増

訂
本
）』、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）、
一
八
〇
頁
―
一
八

一
頁
。

（
16
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
一
七
七
頁
。

（
17
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
一
頁
。

（
18
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
一
九
五
頁
。

（
19
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
二
二
三
頁
。

（
20
）
陳
平
原
「
俗
文
学
研
究
縁
何
走
入
低
谷

―
論
俗
文
学
研
究
的
精
神
性
、

文
学
性
与
当
代
性
」（『
中
華
読
書
報
』
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
五
日
）。

（
21
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
一
八
三
頁
。

（
22
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
二
三
〇
頁
。

（
23
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
二
二
二
頁
。

（
24
）『
千
古
文
人
俠
客
夢
（
増
訂
本
）』、
一
一
五
頁
。

（
25
）
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
八
九
七
〜
一
九
五
八
）
ア
メ
リ
カ

の
人
類
学
者
。
訳
書
に
『
未
開
世
界
の
変
貌
』
な
ど
。

註
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（
26
）
陳
平
原
「
晩
清
志
士
的
遊
俠
心
態
」（
許
紀
霖
編
『
二
十
世
紀
中
国
知
識

分
子
史
論
』
新
星
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
一
九
四
頁
。

（
27
）
こ
れ
は
余
英
時
の
文
化
評
論
「
中
国
文
化
的
大
伝
統
与
小
伝
統
」（『
士
与

中
国
文
学
』）
の
影
響
だ
と
推
測
で
き
る
。
余
は
そ
の
中
で
「
五
十
年
代

以
降
、
人
類
学
者
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
伝
統
と
小
伝
統
の
説
が
か
つ

て
流
行
し
て
の
ち
、
今
に
至
っ
て
も
完
全
に
消
失
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

最
近
の
西
洋
史
学
界
に
お
い
て
、
精
英
文
化
と
通
俗
文
化
の
観
念
が
す
で

に
大
き
く
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。
名
は
異
な
る
に
し
ろ
、
実
質
の
違
い

は
そ
う
大
き
く
な
い
。〔
…
…
〕
中
国
文
化
は
早
く
か
ら
「
雅
」
と
「
俗
」

の
二
つ
の
層
が
出
現
し
て
い
た
、
ち
ょ
う
ど
上
述
の
大
、
小
伝
統
或
い
は

二
種
類
の
文
化
の
分
野
に
相
当
す
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
陳
思
和

も
『
民
間
的
浮
沈
』
に
こ
の
余
英
時
の
文
を
「
大
伝
統
／
小
伝
統
」
の
定

義
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

（
28
）
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
『
文
明
の
文
化
人
類
学
』
安
藤
慶
一
郎
訳
、
誠
信
書

房
、
一
九
六
五
年
二
月
、
七
七
―
八
二
頁
。

（
29
）
唯
物
論
的
弁
証
法
に
お
け
る
自
然
の
変
化
・
発
展
の
法
則
の
一
つ
。

（
30
）
銭
理
群
・
黄
子
平
・
陳
平
原
『
二
十
世
紀
中
国
文
学
三
人
談
・
漫
説
文

化
』（「
文
学
史
研
究
叢
書
」、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）、

五
〇
頁
。

（
31
）『
二
十
世
紀
中
国
文
学
三
人
談
・
漫
説
文
化
』、
四
一
―
四
二
頁
。

（
32
）
許
紀
霖
「
中
国
知
識
人
論

―
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
へ
」『
愛

知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
紀
要
』
一
三
七
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
四
頁
。

（
33
）
張
旭
東
『
改
革
時
代
的
中
国
現
代
主
義

―
作
為
精
神
史
的
八
〇
年
代
』

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
一
月
）、
三
七
―
七
二
頁
。

（
34
）「
中
国
知
識
人
論

―
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
へ
」、
三
―
四
頁
。

（
35
）
陳
平
原
・
渡
辺
浩
「
対
談
・
九
〇
年
代
中
国
の
『
知
識
界
』」『
思
想
』
一

九
九
五
年
七
月
、
五
八
頁
。

（
36
）
査
建
英
『
八
十
年
代
訪
談
録
』（
三
聯
書
店
、
北
京
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）、

一
二
八
頁
。

（
37
）
陳
思
和
「
民
間
的
浮
沈

―
対
抗
戦
到
文
革
文
学
史
的
一
個
嘗
試
性
解

釈
」（『
上
海
文
学
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）。

（
38
）
陳
思
和
「
民
間
的
還
原

―
文
革
後
文
学
史
某
種
走
向
的
解
釈
」（『
文
芸

争
鳴
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）。

（
39
）「
民
間
的
浮
沈

―
対
抗
戦
到
文
革
文
学
史
的
一
個
嘗
試
性
解
釈
」、
六
八

頁
。

（
40
）
蔡
翔
「
重
述
革
命
歴
史

：

從
英
雄
到
伝
奇
」（『
革
命
／
叙
述　

中
国
社
会

主
義
文
学

―
文
化
想
像
（
一
九
四
九
―
一
九
六
六
）』（
北
京
大
学
出
版

社
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）、
二
〇
一
頁
。

（
41
）「
民
間
的
還
原

―
文
革
後
文
学
史
某
種
走
向
的
解
釈
」、
五
六
頁
。

（
42
）
王
光
東
「
民
間
的
当
代
価
値

―
重
読
『
九
月
寓
言
』」（
陳
思
和
・
楊
揚

編
『
九
〇
年
代
批
評
文
選
』
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
上
海
、
二
〇
〇
一
年

一
月
）、
二
一
六
頁
。

（
43
）
王
暁
明
「『
人
文
精
神
』
に
よ
る
苦
境
か
ら
の
脱
出
」
坂
井
洋
史
訳
、「
世

界
」
一
九
九
六
年
一
〇
月
号
、
二
七
〇
頁
。

（
44
）
陳
思
和
「
関
于
『
人
文
精
神
』
討
論
的
両
封
信

―
致
坂
井
洋
史
」（
王

暁
明
編
『
人
文
精
神
尋
思
録
』
文
匯
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
六
年
二

月
）、
一
四
六
頁
。

（
45
）
陳
平
原
・
銭
理
群
・
五
福
輝
・
趙
園
「
人
文
学
者
的
命
運
及
選
択
」（『
上

海
文
学
』
一
九
九
三
年
九
期
）。

（
46
）「
九
〇
年
代
中
国
の
『
知
識
界
』」、
六
〇
頁
。

（
47
）
張
煉
紅
『
歴
煉
精
魂

：

新
中
国
戯
曲
改
造
考
論
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
八
月
）。

（
48
）「
九
〇
年
代
中
国
の
『
知
識
界
』」、
七
四
頁
。

（
49
）
荒
井
茂
夫
「
華
文
文
学
研
究
の
理
論
的
課
題
と
争
点

―
中
華
的
共
感
世

界
の
歴
史
的
二
元
性
」『
中
国
二
一
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
。
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界
の
歴
史
的
二
元
性
」『
中
国
二
一
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
。

 

（
は
な
じ
り　

な
お
こ
／
博
士
後
期
課
程
）


